■目次詳細

第I部　ストレスの背景およびよく見られるストレスのいろいろ

　　第1章　ある日の診察室

　　　　一般的な疑問

　　　　精神科でよく見られる問題 

　　　　　　恐怖症

　　　　　　気分障害（躁うつ病）

　　　　　　ドラッグと飲酒

　　　　　　結婚生活の変化

　　　　　　高齢者に多い問題

　　　　　　精神疾患に対する恐怖

　　　　　　精神病

　　　　　　いろいろな症状の併発

　　　　　　その他の喪失

　　　　　　人格障害

　　　　　　現代社会のストレス

　　　　変化はあるか？ 

　　　　本書の概観

　　第2章　正常な発達とライフサイクル

　　　　人の発達の全体像

　　　　フロイトの心理性的段階 

　　　　エリクソンによる人間の8つの段階

　　　　分離の連続 

　　第3章　遺伝、育児、社会

　　　　過去をふりかえる

　　　　フロイト以後の育児

　　　　精神疾患の原因としての社会 

　　　　社会の変化に対する反応 

　　　　遺伝と精神疾患 

　　　　結論 

　

　　第4章　ストレスと一般的な情緒反応

　　　　恐怖、不安、パニック

　　　　ストレスはすべて悪者なのか 

　　　　ストレスと現代

　　　　その他の社会的変化

　　　　成長期の子どものストレス 

　　　　成人のストレス

　　

　　第5章　ストレスへの対処

　　　　心の健康を保つための基本的欲求

　　　　　　身体的欲求

　　　　　　感情的欲求

　　　　　　知的欲求

　　　　　　創造的欲求

　　　　　　社会的欲求

　　　　　　実存的欲求

　　　　ストレスに対処するために今すべきこと

　

第II部　心理的疾患と精神病との違い

　　第6章　適応障害と心身症

　　　　適応障害 

　　　　心身症

　　　　　　胃潰瘍および十二指腸潰瘍

　　　　　　大腸炎

　　　　　　頭痛

　　　　　　気管支喘息

　　　　　　皮膚疾患

　　　　　　胸痛

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　第7章　不安障害、身体表現性障害、解離性障害

　　　　不安障害の原因は何か

　　　　不安障害

　　　　　　パニック障害

　　　　　　特定の恐怖症

　　　　　　社会恐怖

　　　　　　強迫性障害

　　　　　　心的外傷後ストレス障害

　　　　　　急性ストレス障害

　　　　　　全般性不安障害

　　　　　　その他の不安障害

　　　　身体表現性障害

　　　　　　身体醜形障害

　　　　　　転換性障害（かつて「ヒステリー神経症、転換型」と呼ばれていたもの）

　　　　　　身体化障害

　　　　　　心気症

　　　　　　疼痛性障害

　　　　　　特定不能の身体表現性障害

　　　　解離性障害

　　　　　　解離性同一性障害（多重人格障害）

　　　　　　解離性健忘

　　　　　　解離性遁走

　　　　　　離人症性障害

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第8章　アルコール症と薬物乱用

　　　　アルコール依存の判断基準

　　　　アルコール症の発現頻度　 

　　　　飲酒習慣

　　　　飲みすぎの原因

　　　　アルコール症の形態

　　　　薬物乱用

　　　　　　薬物乱用の有病率

　　　　　　処方薬

　　　　　　人格と薬物乱用

　　　　 アルコール症および薬物乱用の治療

　　　　 家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第9章　われわれの文化における性の問題

　　　　性の革命以降の変化

　　　　性障害 

  　　　　　性同一性障害

　　　　　　性嗜好異常

　　　　　　　　■小児性愛　■フェティシズム

　　　　　　　　■服装倒錯的フェティシズム

　　　　　　　　■露出症　■性的サディズム

　　　　　　　　■性的マゾヒズム　■窃視症

　　　　　　　　■窃触症　■特定不能の性嗜好異常

　　　　　　性機能不全

　　　　　　　　■性的欲求の障害　■性的興奮の障害　　　　　　　　

　　　　　　　　■オルガズム障害

　　　　　　　　■性交疼痛障害　■その他の性機能不

　　　　性障害の治療

　　　　マスターベーションと性的志向に関する悩み

　　　　　　マスターベーション

　　　　　　性的志向に関する悩み

　　　　性と社会

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第10章　摂食障害

　　　　はじめに 

　　　　概論

　　　　摂食障害の分類

　　　　　　神経性無食欲症（拒食症）

　　　　　　　　■拒食症の原因　■拒食症の治療　 

　　　　　　神経性大食症（過食症）

　　　　　　　　■過食症の原因　■過食症の2つの事例

　　　　　　　　■過食症の治療

　　　　　　むちゃ食い障害

　　　　　　肥満

　　　　　　　　■代謝的要因　■遺伝的要因

　　　　　　　　■心理的要因　■生理学的な理論

　　　　　　　　■健康への影響　■肥満の治療 

　　　　　　　　■生活習慣を変えること

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス　     

　　第11章　喪失がもたらす情緒的な影響

　　　　喪失に対して人はどのように反応するのか

　　　　　　1　否認

　　　　　　2　怒り

　　　　　　3　抑うつ

　　　　　　4　取り引き

　　　　　　5　受容

　　　　家族が経験する悲嘆の各段階

　　　　その他の喪失

　　　　　　失業

　　　　　　離婚

　　　　　　権力の喪失

　　　　　　財産の喪失

　　　　　　自立性の喪失

　　　　　　機能の喪失

　　　　喪失への対処の仕方 

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第12章　人格障害

　　　　人格障害とはどういうものか

　　　　人格の形成

　　　　人格障害の分類

　　　　　　A群：奇妙で風変わりなもの

　　　　　　　　■妄想性人格障害　■統合失調質人格障害

　　　　　　　　■統合失調型人格障害

　　　　　　B群：演劇的で情緒的でとっぴなもの

　　　　　　　　■反社会性人格障害　■境界性人格障害

　　　　　　　　■演技性人格障害

　　　　　　　　■自己愛性人格障害

　　　　　　C群：不安と恐怖を示すもの

　　　　　　　　■回避性人格障害　■依存性人格障害

　　　　　　　　■強迫性人格障害

　　　　精神科医と人格障害の患者　    

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第13章　稀な精神障害

　　　　虚偽性障害

　　　　　　身体的症状を装う虚偽性障害

　　　　　　心理的症状を装う虚偽性障害

　　　　　　虚偽性障害の治療

　　　　衝動制御の障害

　　　　　　病的賭博

　　　　　　放火癖

　　　　　　窃盗癖

　　　　　　間歇性爆発性障害

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

第III部　精神疾患：精神病

　　第14章　気分障害：うつ状態と躁状態

　　　　気分の正常と異常

　　　　うつ病の頻度はどのくらいか

　　　　うつ病をどのようにして見つければよいか

　　　　うつ病の2つのタイプ

　　　　気分障害の分類

　　　　　　双極性障害

　　　　　　　■双極Ⅰ型障害　■双極Ⅱ型障害 

　　　　　　　■気分循環性障害

　　　　　　　■特定不能の双極性障害

　　　　　　うつ病性障害

　　　　　　　■大うつ病性障害　■気分変調性障害 

　　　　　　　■特定不能のうつ病性障害

　　　　躁病発作：うつ病のもうひとつの顔

　　　　双極性障害の治療薬

　　　　うつ病の治療薬

　　　　　　三環系抗うつ薬

　　　　　　モノアミン酸化酵素阻害薬

　　　　　　選択的セロトニン再取り込み阻害薬

　　　　　　その他の抗うつ薬

　　　　抗うつ薬の他の用法

　　　　新しいうつ病治療薬

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第15章　統合失調症

　　　　統合失調症とは何か

　　　　統合失調症の原因

　　　　統合失調症の病型

　　　　　　緊張型

　　　　　　妄想型

　　　　　　破瓜型（解体型）

　　　　　　識別不能型

　　　　　　残遺型

　　　　統合失調症は現代病か

　　　　抗精神病薬はどのようにして効くのか

　　　　抗精神病薬の分類

　　　　抗精神病薬による治療

　　　　抗精神病薬の副作用

　　　　抗精神病薬による統合失調症の治療

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　第16章　その他の精神病性障害

　　　　統合失調症様障害

　　　　短期精神病性障害

　　　　統合失調感情障害

　　　　妄想性障害

　　　　共有精神病性障害（感応性精神障害）

　　　　治療

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　第17章　せん妄、認知症、健忘性障害、その他の認知障害

　　　　概観

　　　　脳の病気の診断方法

　　　　心理的障害の姿をした認知障害

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　

第IV部　心理的疾患と精神疾患の治療

　第18章　精神科医の仕事

　　　　精神科医のバックグラウンド

　　　　基本となる理論的前提

　　　　　　無意識に関する理論

　　　　　　心的決定論

　　　　　　抵抗

　　　　　　転移

　　　　　　逆転移

　　　　　　防衛機制

　　　　　　　■抑圧　■昇華　■ 合理化

　　　　　　　■知性化　■退行

　　　　　　　■投影　■否認　■行動化

　　　　心理的疾患や精神病に対する投薬治療

　　　　　　抗不安薬

　　　　　　抗うつ薬

　　　　　　抗精神病薬

　　　　　　抗躁薬

　　　　精神科医による薬の選び方

　　　　精神科を受診する

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第19章　精神療法：いつ、どこで、誰が、何を?

　　　　治療を始めるにあたって考えるべきこと

　　　　精神療法の選択 

　　　　　　支持的精神療法

　　　　　　行動療法

　　　　　　認知療法

　　　　　　その他の短期精神療法

　　　　　　弁証法的行動療法

　　　　　　EMDR（眼球運動による脱感作と再処理法）

　　　　　　力動的または精神分析的志向をもつ精神療法

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　第20章　最後に

　　　　家族や友人、介護者へのアドバイス

　　　　　　安定と安心を提供する

　　　　　　精神医療に関する知識を身につける

　　　　　　詳しい病歴について説明する

　　　　　　治療チームとコミュニケーションをもつ

　　　　　　　症状に注意する

　　　　　　　支持的な環境を作る

　　　　　　人格を変えようとしない

　　　　　　松葉杖にならないようにする42

　　　　　　共依存を避ける

　　　　　　自分自身の欲求にも目を向ける

　　　　　　自分のできる範囲のことをする
